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-------------------------------------------------------------------------------- 

【要 約】「東京おひさまベリー」を仮植するときの苗サイズ（子株の葉数）が収量，品質

にほとんど影響を及ぼさないことから，仮植には葉数２～６枚までのいずれ子株を用いる

ことができる。また，ポット苗は，仮植苗に比べ果数が多く多収だが，果実小さくなる。 

-------------------------------------------------------------------------------- 

【目 的】 

 「東京おひさまベリー」は，2019年３月に品種登録された。今後「東京おひさまベリー」

を普及拡大していくうえで，栽培マニュアルなど技術情報の整備，発信が必要である。そ

こで，マニュアル作成の資料とするため，露地イチゴ栽培の基本技術である育苗において，

仮植時の苗サイズや育苗方法の違いが収量，品質に及ぼす影響ついて明らかにする。 

【方 法】 

 「東京おひさまベリー」を 2018年８月 28日に仮植し，10月 23日に株間 30㎝の２条千

鳥で定植した。施肥は成分量で N:P2O5:K2O =18:20:18㎏/10aを施用した。処理区は，仮植

時の子株の葉数が２枚以上３枚未満をＳ区，３枚以上４枚未満をＭ区，４枚以上５枚未満

をＬ区，５枚以上６枚までを LL区の４区を設けた（表１）。加えて，７～８月にかけて葉

数２～３枚の子株を９cmポリポットに鉢受け育苗したポット区，葉数３～５枚の子株を直

接定植した無仮植区を設けた。１区 10株の３反復で生育，収量および果実品質を調査した。  

【成果の概要】 

１．定植時の生育は，仮植育苗区では仮植時の苗サイズの順であった（表１）。ポット区は，

クラウン径，葉数がＭ区程度だが葉柄は短かった。無仮植区は，他区より生育が劣った。 

２．開花開始日は，仮植育苗区とポット区で差がなかったが，無仮植区で他区より早い傾

向がみられた（表１）。同様に，収穫開始日も無仮植区で早まる傾向であった。 

３．総収量および可販果収量は，無仮植区が仮植育苗区やポット区より少なかった（図１）。

これ以外では，ポット区が仮植育苗区よりやや多くなったが，15ｇ以上の大果収量は仮

植育苗区より少なかった。また，仮植育苗区では，仮植時の苗サイズの大きい順で総収

量および可販果収量が多くなり，大果収量も多くなる傾向があった。 

４．収穫果数は，ポット区で多く，次いで LL区，Ｌ区で多く，無仮植区で少なかった（表

２）。これに対し，１果重は，無仮植区を除くと果数とは逆にＳ区，Ｍ区で大きく，ポッ

ト区が最も小さかった。小果の発生は，収穫果数の多いポット区で多くなった。硬度，

糖度および酸度などの果実品質については処理間に差がなかった。 

５．収穫終了時の生育は，株重で各区に差がなく，見た目でも変わらなかった。そのなか

で，収穫果数の多かったポット区や LL区で分げつが多くなる傾向がみられた（表１）。 

【残された課題・成果の活用・留意点】 

１．仮植苗に比べ果実小さくなるポット苗については，採苗時期など育苗方法をさらに検

討を要する。 
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